
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 2 月 1 日      － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －       第 673 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

＝ 活動報告及び活動予定日程 ＝ 
12/ 8 第１回日音協幹事会（東京都） 

12/ 8 Ｉ女性会議街頭行動（新潟県） 

12/12  秋田県支部総会 

12/15  笑顔笑顔のクリスマスコンサート（那覇市） 

12/21 茨城県支部合宿（茨城県日立市） 

12/22 茨城県支部総会（茨城県日立市） 

12/27  茱萸坂うた行動 

1/7      高松市職労旗開きで演奏 

1/10  自治労新潟旗開きで演奏 

1/13    福島県支部総会 

1/13  茨城県支部定期練習 

1/24    軟弱地盤工事を許すな！砂ぐいヤメテクレ 

官邸前行動 

1/24～25   ＦＭカンパニー総会＆新年会 

1/25 第2回日音協幹事会（ズーム） 

2/5     秋田県支部幹事会（3月に音楽夜話会予定） 

2/5     青森県支部新年会 

2/12   富山県支部総会（富山市） 

2/17   第１回長野音楽祭県実行委員会（予定） 

2/22 第3回日音協幹事会（ズーム） 

2/23 東京都支部総会 

3/1   連合茨城決起集会（演奏予定） 

3/1～2 日音協セミナー・創作講座（東京都） 

3/22   千葉県支部総会 

4/ 5    反核燃の日全国集会（青森市） 

5月   日音協 Next Stage（若い会員の交流会）：未定 

5/31～6/1 日音協セミナー・ステージスタッフ講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
音
協
は
、
１
月
25
日
、
第
２
回
幹
事
会

を
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
開
催
し
ま
し

た
。 

 
協
議
事
項
で
は
、
当
面
す
る
取
り
組
み
の

状
況
等
の
報
告
が
あ
り
、
具
体
的
な
点
を
検

討
し
ま
し
た
。 

■
日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５ 

【
創
作
講
座
】 

・
３
月
１
日
～
２
日 

 

・
会
場
は
東
京
都
・
学
園
坂
ス
タ
ジ
オ 

・
参
加
締
め
切
り
は
２
月
14
日
（
今
の
と
こ

ろ
６
名
の
参
加
は
集
約
し
て
い
る
の
で
、

開
催
予
定
で
す
。
） 

・
コ
ン
サ
ー
ト
の
ゲ
ス
ト
も
呼
び
か
け
る
予

定
で
す
。 

・
参
加
者
拡
大
を
各
支
部
へ
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
日
音
協
ソ
ン
グ
応
募
者
に
も
要

請
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

（
呼
び
か
け
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
４
面
に

掲
載
し
ま
し
た
。
） 

【
ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
講
座
】 

・
５
月
31
日
～
６
月
１
日 

（
発
文
は
ま
だ
出
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
詳
細

は
担
当
者
間
で
熟
慮
中
で
す
。） 

■
日
音
協
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
（
以
前
の

『
若
い
会
員
の
交
流
会
』
） 

・
５
月
か
６
月
開
催
予
定
（
詳
細
検
討
中
） 

■
第
56
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭 

・
中
央
幹
事
会
の
任
務
分
担
お
よ
び
ス
タ
ッ

フ
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
さ
ら
に
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
扱
い
や
全
国
交
流
会
と

い 

宿
泊
等
調
整
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

・
長
野
県
実
行
委
員
会
結
成
に
向
け
た
状
況

の
報
告
を
受
け
、
２
／
15
の
長
野
県
支
部
ラ

イ
ブ
（
事
務
局
会
議
も
）
を
経
て
、
２
／
17

長
野
県
実
行
委
が
発
足
で
き
る
よ
う
に
、
取

り
組
み
を
強
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

■
日
音
協
の
沖
縄
行
動
（
５
・
15

平
和
行

進
） 

・
５
／
16
全
国
結
団
式
、
５
／
17
平
和
行
進

（
２
コ
ー
ス
）
及
び
県
民
大
会
（
Ａ
ｇ
ｒ
ｅ

ス
タ
ジ
ア
ム
北
谷
）
：
沖
縄
県
支
部
と
調
整 

      

5
 

■
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
々
関
係 

・
「
２
・
24
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！
す
べ

て
の
原
発
に
手
を
出
す
な
」
集
会 

２
月

24
日
（
月
・
振
）
13
時
～ 

日
比
谷
公
園

大
音
楽
堂
（
日
音
協
・
ス
テ
ー
ジ
演
奏
） 

・
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
（
３
月
８

日
） 

・
２
０
０
５
原
発
の
な
い
福
島
を
！
県
民
大

会
（
３
月
15
日
・
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
）
演

奏
は
無
し 

・
日
本
と
朝
鮮
を
結
ぶ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
日
朝
全
国
ネ
ッ
ト
）
結
成
総
会 

２
月
８
日
（
協
賛
広
告
に
対
応
す
る
） 

・
５
・
３
憲
法
集
会
（
内
容
は
検
討
中
） 

・
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
（
４
月
２６
日
開
催
、

例
年
通
り
テ
ン
ト
前
で
の
演
奏
を
予
定
） 

 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 2 月 1 日              音 楽 運 動              第 673 号（2） 

１
月
７
日
に
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で
開

催
さ
れ
た
香
川
県
平
和
労
組
会
議
・
高
松
地

区
労
合
同
の
団
結
旗
開
き
に
お
い
て
、
香
川

県
支
部
は
開
会
前
の
２５
分
間
、
シ
ン
グ
ア
ウ

ト
。
井
下
・
岡
・
細
川
の
ボ
ー
カ
ル
、
高
田

（
ベ
ー
ス
）
、
三
好
＋
細
川
（
ギ
タ
ー
の
伴

奏
）
、
５
人
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

最
近
、
歌
詞
が
気
に
な
っ
て
き
た
「
ラ
ブ

地
球
」、
岡
光
子
の
ソ
ロ
で
始
め
、
事
前
練
習

の
成
果
か
混
声
４
部
で
演
奏
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。「
ど
ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
」
は

２
部
合
唱
（
最
後
は
３
部
）
、「
武
器
を
捨
て 

高田  三好      細川     岡    井下 

て
」
は
昨
年
と
同
じ
く
「
武
器
を
捨
て
て
、

手
を
つ
な
ご
う
（
繰
り
返
し
）」、「
平
和
が
一

番
だ
（
繰
り
返
し
）」
を
７
回
ず
つ
繰
り
返
し
、

そ
こ
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
上
乗
せ
し
ま
し
た
。 

旗
開
き
な
の
で
会
場
内
は
歌
声
よ
り
新
年

の
挨
拶
の
ほ
う
が
強
い
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
歌
い
続
け
た
労
働
歌
の
力
か
、「
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
や
「
が
ん
ば
ろ
う
」
で
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
歌
詞
に
集
中
す
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
閉
会
前
に
は
参
加
者
全
員
で
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。 

（
細
川 

剛
） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 2 月 1 日              音 楽 運 動              第 673 号（3） 

１
月
13
日
（
月
）
、
日
音
協
福
島
県
支

部
は
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
10
名
の
会

員
の
う
ち
４
名
が
所
用
で
不
参
加
（
委
任
状

あ
り
）
と
の
連
絡
が
当
日
前
夜
に
入
り
、
ま

た
県
内
で
も
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
に
よ
る
体
調
不
良
で
２
名
が

急
遽
欠
席
と
な
り
、
最
少
人
数
で
の
開
催
で

し
た
。
（
坂
口
全
国
副
会
長
同
席
） 

昨
年
一
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ

た
後
、
主
た
る
議
題
の
間
近
に
迫
っ
た
２
０

２
５
年
３
月
の
「
福
島
原
発
事
故
は
お
わ
っ

て
な
い
ぞ
ラ
イ
ブ
」
の
取
り
組
み
や
運
営
方

法
等
を
中
心
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。  

概
要
と
し
て
次
の
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。  

・
３
月
９
日
（
日
）
14
時
～ 

交
流
の
あ
る
県
内
の
音
楽
家
た
ち
を
中

心
に
ラ
イ
ブ
（
喫
茶
「
カ
モ
ン
」
郡
山
市
逢

瀬
町
、
音
響
設
備
あ
り
）
日
音
協
福
島
で
も

何
度
か
練
習
場
所
で
利
用 

・
３
月
11
日
（
火
）
17
時
45
分
～ 

過
去
２
回
と
同
様
に
ラ
イ
ブ
（
「
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
＃
９ 

」 

郡
山
市
） 

メ
イ
ン
は
、
い
な
の
と
ひ
ら
の
と
こ
ば
・

Ｖ
Ｊ
ｋ
ｉ
ｎ 

・
お
も 

＊
早
急
に
３
／
９
の
出
演
メ
ン
バ
ー
確
定

し
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ケ
ッ
ト
作
成
に
取
り
掛
か

る 

。 

な
お
、
役
員
体
制
は
前
年
に
引
き
続
き 

会
長
（
二
階
堂
政
則
）
、 

副
会
長
（
大
友 

孝
雄
）
、 

事
務
局
長
（
菅
井
浩
）
、 

事
務

局
次
長
（
南
條
善
徳
）
、
と
な
り
ま
し
た
。 

（
南
條
善
徳
） 

           



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 2 月 1 日              音 楽 運 動               第 673 号（4） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 2 月 1 日             音 楽 運 動               第 673 号（5） 

メ
ー
デ
ー
」
と
「
８
・
６
ダ
イ
イ

ン
集
会
」
で
の
演
奏
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
。
10
月
の
長
野
祭
典
で

は
創
作
曲
を
持
ち
寄
り
取
り
組

む
こ
と
。
さ
ら
に
戦
後
80
年
の

節
目
と
す
る
「
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
目
指
す
こ

と
を
全
員
で
確
認
し
た
。 

巷
で
は
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
は

沖
縄
を
最
後
に
祭
典
を
卒
業
か

の
噂
も
あ
っ
た
が
、
長
野
の
「
ロ

ー
カ
ル
線
」
の
熱
意
に
絆
さ
れ
最

大
限
の
取
組
み
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

さ
て
、
16
時
か
ら
い
よ
い
よ

「
新
年
会
」
ス
タ
ー
ト
。
特
製
「
キ

ム
チ
鍋
」
を
食
べ
て
お
酒
で
体
が

温
ま
っ
た
処
で
、
各
自
新
年
の
正

月
に
創
っ
た
「
新
曲
の
歌
い
初

め
」
の
披
露
で
あ
る
。
全
７
曲
が

発
表
さ
れ
た
が
、
新
年
に
し
て
ま

ず
ま
ず
の
出
だ
し
。
今
後
６
月
の

合
宿
ま
で
に
手
直
し
す
る
か
新

た
な
曲
を
出
す
か
各
自
で
創
作

を
進
め
て
来
る
こ
と
と
し
た
。 

さ
ら
に
新
年
会
は
、
23
時
を

過
ぎ
て
も
ス
テ
ー
ジ
演
奏
が

延
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

が
「
締
め
の
ざ
る
ソ
バ
」
を
食
べ

た
と
こ
ろ
で
三
々
五
々
解
散
と

な 

手作り作務衣の 

Ｔ－ムラじゃん 

今
年
の
札
幌
は
、
暖
か
く
雪
が

ほ
と
ん
ど
積
も
っ
て
い
な
い
。
こ

ん
な
に
少
な
い
の
は
42
年
ぶ
り

だ
と
か
。
札
幌
雪
ま
つ
り
は
大
丈

夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
心
配

は
よ
そ
に
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
は

１
月
２４
日
～
２５
日
に
江
別
市
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
優
で
総
会
と
新
年

会
を
兼
ね
て
開
催
し
た
。 

15
時
か
ら
の
総
会
で
は
、
一

年
の
活
動
と
決
算
の
報
告
が
あ

り
、
沖
縄
祭
典
で
の
話
に
持
ち
き

り
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
今
年
度
の

運
動
方
針
で
は
「
第
96
回
全
道

め 

な
っ
た
。 

で
、
こ
こ
か
ら
、
例
年
で
あ
れ

ば
「
な
ん
も
か
ん
も
バ
ン
ド
」
が

出
現
し
て
再
び
大
騒
ぎ
に
な
る

の
だ
が
、
そ
れ
は
長
野
祭
典
ま
で

取
っ
て
お
く
こ
と
と
し
て
、
皆
静

か
に
就
寝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
磯
野
宏
之
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

佐藤満さんが弾くと 

ギターが泣く 会   長    佐藤 和弘 

副 会 長    的場 芳男 

副 会 長    榊原 隆子 

事務局長     磯野 宏之 

事務局次長    桑野  功 

事務局次長    吉田 雅人 

理   事    佐藤  満 

理   事    沼前 光典 

理   事    石川加鶴子 

理   事    渡辺 裕美 

特別顧問     小林千代美 

会計監査     村雲  孝 

会計監査     柳田 基貴 

 
佐藤会長も熱演 サザン命の沼前さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 2 月 1 日              音 楽 運 動              第 673 号（6） 

▼
昨
年
末
に
韓
国
で
戒
厳
令
が
宣
布
さ

れ
た
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
そ
れ
が

野
党
や
国
民
の
抵
抗
に
よ
っ
て
わ
ず
か

６
時
間
で
撤
回
さ
れ
た
。
駆
け
つ
け
た

市
民
と
政
治
家
の
素
早
い
行
動
が
撤
回

へ
と
導
い
た
。
そ
の
際
、
国
会
に
集
ま

っ
た
人
々
を
支
援
し
た
市
民
の
存
在

は
、
日
本
で
は
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
。
こ
の
騒
動
は
、
韓
国
映
画
「
タ
ク

シ
ー
運
転
手
」
を
思
い
出
さ
せ
る
。
独

裁
政
権
下
で
の
政
権
批
判
は
弾
圧
の
対

象
と
な
る
命
が
け
の
作
品
だ
。
▼
か
つ

て
、
日
本
も
戒
厳
令
が
発
動
さ
れ
た

二
・
二
六
事
件
が
起
き
て
い
る
。
首
相

官
邸
・
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
な
ど
を
占

拠
し
、
国
家
改
造
を
要
求
す
る
と
い
う

ク
ー
デ
タ
ー
だ
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

戦
争
へ
と
日
本
は
突
入
し
て
い
っ
た
。

▼
「
あ
ん
な
苦
い
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
は
あ
る
ま
い
」
と
多
く
の
日
本

国
民
は
高
を
く
く
っ
て
い
る
。
維
新
の

馬
場
代
表
は
「
韓
国
で
起
き
る
こ
と
は

日
本
で
も
起
き
る
」「
改
憲
で
緊
急
事
態

条
項
を
整
備
す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
て

い
る
。
緊
急
事
態
条
項
は
権
力
者
に
よ

っ
て
戒
厳
令
強
行
が
可
能
に
な
る
こ
と

な
の
に
、
改
憲
派
は
こ
の
程
度
し
か
憲

法
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
▼
韓
国
の
戒

厳
令
は
他
人
事
で
は
な
い
。
現
在
の
日

本
人
は
同
様
の
事
態
に
遭
遇
し
た
と
き

に
行
動
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
韓
国
民
の 

行
動
力
に
学
ん
で 

い
く
こ
と
が
必
要 

な
の
に
、
彼
ら
を 

蔑
視
す
る
日
本
人 

が
多
い
の
は
な
ぜ 

な
の
だ
ろ
う
。 

                                                                                  

 

   

 

     

 

    

   

                          

（187） 

飯島貞親 

▼訂正とお詫び。先月号（672

号）の「どん行」。お気づきの読

者の方、どれくらいいらっしゃい

ましたか？実は 11 月号（670

号）と同じ原稿を掲載していまし

た。申し訳ありません。 （佐藤） 

▼５面にFMカンパニーの報告を

掲載しました。北海道の皆さんは

長野音楽祭で貸し切り状態の温

泉ホテルで全国の仲間と交流で

きることを楽しみにしているや

に聞いています。「なんもかんも

バンド」が出没した際には温かく

迎えましょう。次の日の演奏に影

響がないほどで。     （佐藤） 

▼いま朝日新聞で泉谷しげるさ

ん（77）が語っている▼何万人

も入るロックフェスティバルも

やってきたけど、あれだと、お客

はスクリーンを見てるだけ。100

人、200 人のライブなら、目の

前で大暴れできる。…いつも全力

なので、ジーパンは汗でビショビ

ショ。…声もがらがらになるけど

知ったこっちゃねえ。…とのこ

と。▼ヨシ、俺も〝春夏秋冬〟に

挑戦してみようかな。  （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

１
／
10
（
５
３
１
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
ス
ー
さ
ん
、
守
屋
さ

ん
、
イ
サ
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
周

平
さ
ん
、
ゆ
き
さ
ん
、
望
月
さ
ん
、

達
哉
、
森 

 
 

 
 

 
計
９
人 

 

２
０
２
５
年
最
初
の
茱
萸
坂
う

た
行
動
。
周
平
さ
ん
が
大
き
な
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
を
む
き
身
の
ま
ま
カ

ー
ト
に
乗
せ
て
運
ん
で
き
た
。
中

古
の
楽
器
で
ネ
ッ
ク
が
折
れ
て
い

た
の
を
ボ
ン
ド
で
補
修
し
た
の
だ

と
！
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
低
音
が
響

き
、
反
原
発
う
た
い
た
い
は
さ
ら

に
充
実
の
音
色
。
鈴
木
さ
ん
が
運

ん
で
き
て
く
れ
て
い
る
マ
イ
ク
を

み
ん
な
に
回
し
な
が
ら
、
今
年
も

茱
萸
坂
は
始
ま
っ
た
。 

『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
に
続

け
て
、
こ
の
季
節
に
歌
い
た
い
の 

は
『
あ
な
た
に
届
け
と
』
。
「
当
て

な
く
逃
れ
ぬ 

雪
の
夜
道
を
」
と

い
う
歌
詞
と
寒
い
空
気
が
、
何
度

も
映
像
で
見
た
あ
の
日
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
。
長
い
列
を
成
し
て
避

難
し
て
い
く
車
。
生
活
を
一
変
さ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
国
と
東

電
は
ど
の
く
ら
い
理
解
し
て
い
る

の
か
。
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
は
再
稼
働
の
み
な
ら
ず
新

炉
建
設
ま
で
謳
わ
れ
て
い
る
。
ろ

く
な
補
償
も
し
て
い
な
い
く
せ
に 

「
他
電
源
と
遜
色
な
い
コ
ス
ト
」

と
言
い
き
る
。
今
日
を
貪
る
た
め

に
『
明
日
を
殺
す
な
』。
そ
し
て
『
水

に
流
す
な
』。
今
日
の
茱
萸
坂
は
通

る
人
が
多
い
。
今
の
生
活
を
守
る

た
め
に
は
自
分
だ
け
頑
張
れ
ば
い

い
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
、
あ
る

日
突
然
す
べ
て
が
ひ
っ
く
り
返
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
と
言
い

た
い
。『
そ
ん
な
世
界
が
一
番
』『
Ｄ

ｏ
！
廃
炉
』
と
続
け
る
。『
Ｄ
ｏ
！

廃
炉
』、
私
は
約
１
か
月
ぶ
り
で
歌

っ
た
の
で
歌
詞
が
と
ん
で
し
ま
っ

た
。
ち
ゃ
ん
と
反
芻
（
は
ん
す
う
）

し
て
お
こ
う
。
覚
え
る
こ
と
も
、

身
に
染
み
こ
む
こ
と
も
、
時
間
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
で
も
『
事
故
か
ら
１４
年
』

を
感
じ
て
し
ま
う
。 

辺
野
古
も
ひ
ど
い
状
況
だ
。
12

月

28
日
の
御
用
納
め
の
日
に
、

「
海
底
地
盤
改
良
工
事
に
着
手
し

た
」
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
２
０

２
３
年
の
同
じ
く
御
用
納
め
の
日 

に
は
設
計
変
更
の
県
不
承
認
に
対

し
て
「
国
の
代
執
行
」
を
強
行
し

た
。
こ
の
日
程
の
チ
ョ
イ
ス
が
な

ん
と
も
姑
息
で
腹
立
た
し
い
。『
ふ

る
さ
と
沖
縄
』『
沖
縄
に
基
地
は
Ｎ

Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
』
。
そ
し
て

「
モ
ッ
チ
ー
が
好
き
だ
か
ら
」
と

鈴
木
さ
ん
が
望
月
さ
ん
に
マ
イ
ク

を
渡
し
て
『
ジ
ュ
ゴ
ン
が
す
む
海
』

を
歌
う
。
守
屋
さ
ん
が
『
童
神
』

を
歌
っ
た
。
こ
の
曲
も
前
に
望
月

さ
ん
の
希
望
で
楽
譜
を
探
し
た
っ

け
。
歌
詞
カ
ー
ド
も
作
っ
て
あ
っ

た
が
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
の
も
の
し
か

な
い
。
今
度
ヤ
マ
ト
グ
チ
の
も
作

っ
て
こ
よ
う
。
達
哉
が
マ
イ
ク
を

持
っ
て
『
月
桃
』
も
歌
っ
た
。 

最
後
に
『
声
よ
集
ま
れ 

歌
と

な
れ
』。 

今
年
も
歌
い
続
け
よ
う
。「
君
と

一
緒
な
ら
た
た
か
え
る
」
と
言
え

る
仲
間
た
ち
と
の
、
こ
の
場
が
あ

り
が
た
い
。 

 

 


